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2021年。新しい年が始まりました。今年も「そうなんだぁ！」とか「こういうことも出来るの

か！」など少しでもお役に立ちそうな住まいのお話をお届けします。

ことしも宜しくお願い致します。

さて昨年私どもにお問合せの多かった工事は何だったと思いますか。

ここ数年の全国的な台風や豪雨災害が影響していると思いますが・・。

正解は雨に関する「屋根」や「雨樋」に関するものでした。

特に雨漏れは室内、しかもシミが見えてこないと気付かないことが多く、

かなりやっかいな住まいの困り事です。気付かないとか、放っておくと我が家は痛む一方です。

2021年最初の今号は「屋根」、それも相談の多い『瓦棒』（カワラボウと呼びます）の事例

です。

下記のレシピの写真をご覧ください。ほとんどの方は見たことあると思います。

築40～50年前後の家に多く使われていた屋根です。アルミベランダの下に葺いている屋根は瓦

棒が多いです。瓦棒に限らず屋根材や下地の劣化が原因で雨漏れを起こします。劣化の見極め

やその対処方法も現場ごとによって様々です。ぜひご一読いただき参考にしてみて下さい。

今年も読みやすさ、わかりやすさにこだわって皆さんがお茶を飲みながら気軽に読めるすまい

のレシピに仕上げていきます。お楽しみに。ではレシピ⑥をどうぞ。
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こんにちは！ 夫婦で営むリフォーム店

すまいのレシピについて

に相談するには…

弊社は２０１６年より幸手市東１丁目でリフォーム店を開業し、おかげさまで今年５年目

を迎えました。

この期間に色々なリフォーム工事をお世話になり、お客様とたくさんの会話がありました。

お客様がリフォームをしようと思ったきっかけや我が家への想い、私達からのご提案話など。

このような話は聞ける機会も少ないし、参考になるお話なのではないか？と思ったのです。

「こんなことも出来るの？」「うちも同じだなぁ。」など気づきやヒントがいっぱいです。

それをお伝えする機会を作ろうと思い準備を始めて、２０２０年３月に創刊しました。

このレシピのコンセプトは『女性にリフォームを楽しく知ってもらう』です。

特に読んで頂きたいのは女性、奥様です。だから専門用語は極力控え、優しくわかりやすい

言葉で、写真や妻の手描きイラストなどを使い構成しています。

実際の工事事例をもとに「読み物風」にしたのが「すまいのレシピ」という情報紙です。

毎回、お茶を飲みながら気軽にお読み頂ける存在であれば幸いです。

この出会いを機に次号もぜひお読みください。

住まいのリフォーム・リノベーションのことなら

☎０４８０－４４－８８９５ https://nanohana-sumai.jp/

営業時間 ９：００～１８：００

定休日 毎週水曜日・日曜日
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